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-ダブル・バインドの状況に置かれた没落小貴族の悲劇-

中　村　裕　英

The WhiteDevilはQueen's Menによって1612年の始めレッド・プル劇

場で初演されたと考えられているが:'初演の時の評判はあまり芳しくな

かったようで, Websterは``TOTHEREADER　に,不評の原因が天井

のない暗い劇場で冬に上演したことと,良い劇ではなくただ新しい劇を見

に来ただけの鑑識眼の無い観客の前で上演したためであったと言ってい

る:また遅筆であると悪口を言われている点に関しては,ユーリピデスと

同じように長く鑑真に耐える劇を書いているから時間がかかるだけである

と述べている3:っまり,ウェブスターがこの劇にはかなりの自信を持って

いることは"TOTHEREADER　からも窺えるが,不運なことに,防

所に散在する名言,詩的表現などは賞賛されても,構成や人物描写に関し

てはその矛盾や混乱を非杜され続けている4:その非社の典型はWDには

DegreeもOrderもなく,ただ道徳的な混沌,腐敗した宮廷が描かれ,そ

の世界は観客をぞっとさせる以外に目的のないものであり,しかもそれは

ウェブスターが秩序の肯定的側面を信じていないデカダンであるため(I.

Jack, 1949)というものだ:

しかしこの劇を肯定的に評価する批評家もいないわけではなく,たとえ

ば,劇の矛盾や混沌の背後には統一が存在するとして当時のアンチ・マス

クの伝統に則して説明したり(I.Ekebald, 1957),モラリティのパタン

によって説得力のある論議で展開している批評家(E. Benjamin, 1965)

もいるし:'また矛盾や混沌そのものを劇の特質として肯定的に受け入れ,

その矛盾がブレヒトの劇のように社会の矛盾に観客の目を開かせる働きを

し,権力構造内部の神秘化の作用を脱神秘化していると解釈するJ. Dolli-

moreのような批評家や,矛盾や混沌が「現実の人生の不決定性,暖昧さ

を模写しており,劇そのものが開かれた様式なのである」

指摘する批評家もいないわけではない:

(F. Waage)と
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私自身もWDの混沌の背後には何らかの枕-したものがあると考えて

いるが,それはある偉大な個人が些細な罪を犯し,その罪に見合う以上の

報いを受けるというアリストテレス的な悲劇の概念によってこの劇を理解

するのではなく,没落した小貴族という階層の悲劇として理解することに

ょってである82コロンポーナ一家とはそのような没落した小貴族階級の典

型的な家系であり,その一家が校狩で残忍な社会で上昇しようとして,鰭

局その社会に内在する矛盾した存在状況によって破滅していく悲劇が

wpの「悲劇」たる所以であると思われるのである。イアン・ジャック

の論文は短いにもかかわらず,残酷で校狩な社会の全体的なトーンを正し

く伝えてはいるが,しかし故大の欠点はそれをウェブスターの道別勺姿勢

と直結させている点である。ウェブスターの道徳的姿勢はデカダン的でも,

単に観客を恐怖させるためでも無かったことは,この劇での女性たちに対

する深い洞察に満ちた描き方やコロンポーナ一家の扱い方を検討すれば,

容易に理解されるだろう。この劇の女性たちとコロンポーナ一家という没

落小貴族の悲劇とは一見何の関係もないように見えるが実は深いところで

密接につながりを持っており,それを以下の論で明らかにしていきたい。

The White Devilの女性たちについて

wDは1612年の初頭に初演されたが, Linda Woodbridgeによれば,

1610年代にはmisogynisticな文学が隆盛だったその前の十年とはうって変

わって"assertive women　が好んで描かれ,女性から男性に言い寄ったり,

男性に劣らず立派に自決したり,法廷で'Il気と知性で無罪を勝ちとったり

した女性が劇に登場したということであるO確かにWDもこの傾向に添っ

ているが,さらにウッド・ブリッジは踏込んでWDやDuchessofMalfi

の独創性は,肉欲がありながらかつ拓ittである女性を創造していることだ

と指摘する。またプロローグやエピローグに野次への危悦が見られる劇ほ

ど女性を抑輸したものが多いのは,女性の観客からの非経を心配したため

であろうと述べ,女性の観客の増加とそれに伴う興行的n献に注目してい

る9:彼女は劇における女性への配慮と現実の社会との関連についで的童な

態度を取りながらも,当時の女性の力が男性の劇作家に認められる程に強

くなっていたと考えているが,しかし今日では.当時の社会の変化にとも

ない女性が開放されていくよりは,むしろ財産や権力,教if,政治などか

ら遠ざけられ,以前にも増して女性は抑圧されていったと考えられてい
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る10)
。ドリモアもそう考える一人で,ヴイットリアは秩序を転覆するより
は固定させるのにM献する"thedisorderlyorunrulywoman-thewoman

ontopのイメージと関連させて見られるべきだと述べて,既成の秩序の

なかで,女性への抑圧が強くなっていった過程のなかにおいて彼女を捉え

ているご'

現実の社会と当時のテキストとの関係は実際に考えられている以上に複

雑であろうが,少なくともWDには女性擁護の議論が当時のベイトリアー

キーの社会の限界を伴いながらも痕跡を残している12)
。というのは,この
劇の女性たちの描かれ方のなかに,男性社会のなかでは不安定な地位しか

持つことのできなかった当時の女性の根源的な欲求,あるいは社会の矛盾

を具現した女性の状況を我々は読みとることができるからである。WD

には四人の女性が登場するが,それぞれ自己の欲求を蒲足させることがで

きない状況に置かれている。まずイザベラであるが,彼女はブラキア-ノ

の妾であり,貞節で敬皮な女性で,夫を心から愛してはいるが,しかしそ

のような理想的な妾の役割を果たそうとして彼女は逆に内面に抑圧された

欝屈と不満を抱え込んでいる女性として描かれている。以下の会話の中に

は,いわゆる理想的な妻の典型である忍耐強いグリセルダのような女性で

あるべLという女性への社会の強い抑圧と,それを女性が不当であると感

じている構造が窺える.

Fran.Doyouhear?-

Lookuponotherwomen,withwhatpatience

Theysuffertheseslightwrongs,withwhatjustice

Theystudytorequitethem,-takethatcourse.

ha.OthatIwereaman,orthatIhadpower

Toexecutemyapprehendedwishes,

Iwouldwhipsomewithscorpions.(II.i.239-45)

ここでのフランシスコの主張は女性に加えられていた当時の社会の抑圧を

表現したものにはかならない.その抑圧がイザベラにと:Dていかに強かっ

たかは,夫婦の不和の原因を自分一人の責任に見せようとして演技する2

幕1場での"assertivewoman"の姿が雄弁に物語っている。"Todigthe

strumpet'seyesout,letherlie/Sometwentymonthsa-dying,"(II.i.

246-47)のような情感を,彼女は自分とは逆のタイプの怒りっぽくて,浅

薄で,嫉妬深い悪妻を演じることによってしか吐露できないでいる。まさ
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に女性は権力の無い存在であり,その無力さをヴイットリアもコンパタイ

トに会いに来たブラキア-ノに感じる。

O woman s poor revenge

Which dwells but in the tongue,　　　　　(III. ii. 283-84)

つまり, lyDでは女性の「無力さ」が極めて印象的な場面で少なくとも

2度強調されているわけである。

ヴイットリアの母親のコ-ネリアは腐敗した社会のなかで既に効力を

失った,殆ど過去の道徳を具現し,そのために不幸に陥っている女性とし

て措かれている。彼女の道徳が既に過去のものであることは彼女が真めて

ち,息子のフラミネオは正直に暮らせば貧乏するだけなので.惨めな状況

から這い上がろうとして不正な手段に訴えるところや,娘のヴイットリア

が彼女の叱i守に一時的に絶望した叫びをあげても,後の行動は悔恨を示す

ものとはほど遠く,プラキア-ノとの閲係をさらに沈めていくことによっ

て示されている。プラキア-ノ.フランシスコ,モンティセルソに至って

は改めて言う必要もない私　道徳とは無関係な行動をしている。コ-ネリ

アの不幸はもう一人の息子をフラミネオに殺されて気が狂ってしまうに

到って斑悪になる。

ドリモアがマルクス主義的主張を彼女の描き蝣)iに読み取り,コーネリア

の道徳,つまり,キリスト教の忍耐と謙謡の倫理が,美徳ある者を貧困の

状態に置いて搾収する状況,言い換えると,椎力者による弱者の搾取の構

造を固定化する神秘(myth)を強める結米になっているのだと穿った批

評をしているのは,コ-ネリアの道徳が無力になっているだけでなく,支

配者が誰であるにもかかわらず,彼女がその秩序をそのまま受け入れてい

ることを指摘したものであるご'碓かに,既成の秩序を恨疑することなく

受容するのは,その秩序を同定することにつながる。

いま述べた二人の女性が古人であり,そうであるが故に苦しんでいるの

に対して,ヴイットリアとザンチは恋人の側にwしており,悪に染まれば

染まる程良心的な痛みを感じなくなる。ザンチに到ってはイザベラ殺しに

加担した良心の痛みを和らげる方法は,ヴイットリアからお金を奪うとい

う遺徳的悔俊とは無関係なXV-劇的行為にさえなっているo

Z肌　I sadly do confess I had a hand

In the black deed.'

Fran.　Thou kept'st their counsel, -
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Right, -

Forwhich,urg'dwithcontrition,Iintend

ThisnighttorobVittoria.(V.iii.249-52)

しかし,だからといって弱い立場にある女性としての根源的欲求がいわゆ

る悪女たちのなかに描かれていないわけではない。この点では彼女たちの

置かれている状況は示唆的である。ヴイットリアはプラキア-ノという権

力者の妾であり,大した財産も持っていない。また,ザンチは一介の召使

であり,しかも黒人である。つまり彼女たちは白人の宮廷社会ではその周

縁に住んでいる女性にすぎないわけで,それだけに自己の不安定な存在状

況を社会的に認められたものにしたいという強い欲求を持っているoその

欲求が彼女たちの「妾-の欲求」である。

ヴイットリアにとっ七は妾への欲求が妾という地位から抜け出して公爵

夫人になることにつながっているが,それが地位も財産も伴い,しかも彼

女の肉体によって手に入れられたものであるために,劇中の登場人物から

ち,批評家からも軍歴を買っているoLかしその行為はなによりもまず彼

女の不安定な存在に根ざしていることは見逃されるべきではないoザンチ

も同様な状況に位かれているが,ただ,妾への欲求をヴイットリアが口に

しないのに対して,ザンチがあからさまに述べる点が異なっているにすぎ

ず,欲求の度合いは殆ど変わらないと考えてよい。

Alas!poormaidsgetmoreloversthanhusbands,-yetyou

[FranciscodisguisedasaMoor]mistakemywealth.

(v.i.218-19)

ザンチとヴイットリアとの呼応関係は劇のなかで注意深く意図されたもの

であるが,特にザンチがヴイットリアにおいて隠されているものを明らか

にしている点は重要である:4'ヴイットリアがモンティセルソや他の登場

人物に対して自分が"whore"であることを一貫して認めない態度も,C・

Lambのように"innocence-resemblingboldness"と断定するのではなく,

彼女が置かれている不安定な存在状況のなかにおいて考える必要があるだ

ろう15)
。
以上のように女性たちは権力者である男性が校狩で目的の為には手段を

選ばず良心の葛藤も起こすこともないモノトーンであるのとは対照的に多

彩に措かれている。ヴイットリアとザンチは妾や黒人という社会的に不安

定な存在状況を社会的に認められた妻,それも地位も財産もある妻になり
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たいという抑え難い欲求を持っている。 4人の女性たちに共通して言える

ことは,九即ち権力のないことであり,弱者である点である。それをイ

ザベラもヴイツトリアも嘆いているのは既に見た通りである。つまり,彼

女たちはすべて男の牡界,ベイトリアーキーの世界を所与の現実として受

け取っているわけだが,ただ,イザベラやコ-ネリアがそれに対して受動

的なのに比べて,ヴイットリアとザンチは男性社会の行動規範である策略

を使って上昇しようとしている点に違いがあるだけで,本質的に権力を持

たない弱い存在であることは共通しているのである。

フラミネオの女性嫌悪の台詞の演劇的役割

wDは確かにベイトリアーキーのなかでの女性の状況に深い理解を示

してはいるが,同時に女性への軽乱皮肉が窺える.たとえば,次のよう

な台詞はその典型である。

A) Flam, what is't you doubt? her coyness? that's but the superficies

of lust most women have; yet why should ladies blush to hear

that name'd, which they do not fear to handle? O they are

politic, they know our desire is increas'd by the difficulty of

enjoying;　　　　　　　　　　　　　　(I. ii- 17-22)

B) Flam. Women are caught as you take tortoises,

She must be turn'd on her back.　　　　　(IV. ii. 151-52)

C) Flam. Young leverets stand not long; and womens anger

Should, like their flight, procure a little sport;

A full cry for a quarter of an hour,

And then be put to th'dead quat.

D) Flam.　　　.... Aquietwoman

Is a still water under a great bridge.

(IV. ii. 159-62)

A man may shoot her safely.　　　　　(IV. ii. 179-81)

A)は　R.W.Dentによればモンテーニュから伯川されたもので.ク

レシダも知っている193の情欲を掻き立てる代表的な女の手管であり. B)

は,女は力づくでものになるという男性中心の欲望の反映である。後者は

現代においてKateMillettによって批判されているものであるご'C)は,

女はしつこく追いかければそのうち思い通りになるという偏見であり,

D)は「エビシーン」に劇化されている,言いなりになる寡黙な女へのL)l性
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の欲求を明らかにしている。フラミネオが繰り返し表明するこのような女

性嫌悪の言菜は一見するとウェブスターのもののように見えるが,これら

は全てえテレオタイプ化されたもので,しかもこの劇での女性の描き方を

考慮に入れると,私にはそれがウェブスターの思想とは思われない。

上記の引用に見られるフラミネオのmisogynyは環境,つまりジェント

ルマンであった父親が財産を使いはたしたので,彼は苦労して大学で学位

を取り,宮廷に仕えることができたが,正直な生き方はそこでは通用しな

かったという,そういう環境によって形成された彼の性格に根ざしている

と考えるべきものであるご'その貧しさから抜け出るために彼は権力者プ

ラキア-ノに取り入る決意をし,ヴイットリアを獲得しようとするプラキ

ア-ノの女性観を代弁してやり,彼女を手に入り易く見せているにすぎな

い。しかし,そのmisogynyは,演劇的には極めて効果的に,当時の主要

な観客である男性が持っていた女性一般に対する偏見を満足させる役割を

結果的に果たしている。フラミネオの「女というものは--」式の女性観

は, WDを見ている観客の文化的コード(性間の常識や通説など)のな

かにある女性机であり,いわば観客の女性観なのである.彼が「女という

ものは--」と劇中で繰り返せば繰り返すほど,観客の文化的コードから

引き出されたその種の女性像が劇を見ている糾客のなかで形成されること

になるからである。

同時に面白いことに,ベイトリアーキーの他界に安住しているそのよう

な男性の自己中心的な女性観,あるいは女性への偏見,今日流に表現すれ

ばmyth (神話)を脱神秘化する力を彼の科白は秘めている。というのは

フラミネオの画一的女性観はヴイットリアには完全には当てはまらないか

らである。例えば,以下の会話に見られるように, A)が既に通用しない

女性観であることは,ヴイットリアがクレシダとは異なり,プラキア-ノ

を素直に受け入れ,男を焦らしたりしない女であることによって浮彫にさ

れているご'

βr〝c.　Loose me not madam, for if you forego me

I am lost eternally.

m Sir in the way of pity

I wish you hearトwhole.

βrαc.　　　　　　　　　　　You are a sweet physician.

mJ Sure sir a loathed cruelty in ladies



The White Devil一　没落小貴族の悲劇- 185

Is as to doctors many funerals:

It takes away their credit.　　　　　　(I.サ・207-12)

言い換えれば,フラミネオの女性嫌悪の姿勢は,観客のなかにステレオタ

イプの女性像をまず形成し,次にそれをヴイットリアという"masculine

woman　によって打破することで,彼女の演劇的可能性を最大限に引き・

出そうとしてウェブスターが払った配慮の一つと考えられるのであるo

ベイトリアーキーの社会の限界としてのウェブスターの女性不信

ゥェプスターに女性不信,あるいは偏見があるとすればもっと些細な劇

のエピソードに表れているように私には思われる。フラミネオとヴイット

リアは次のような会話をしている。

Flam.

Vit.

Flam.

-for my death-

I did propound it voluntarily, knowing

If he could not be safe in his own court

Being、a great duke, what hope then for us?

This is your melancholy and despair.

Away,-

Fool thou art to think that politicians

Do use to kill the effects of injuries

And let the cause live:　　　　　　　(V. vi. 38-45)

この会話は,権力の中枢から遠い存在であるが故に権力者の実体について

不完全な認識しか持てない女性の姿を捉えたものであり・宮廷で生活し・

・More courteous, more lecherous by far, / But not a suit the richer" (I.

ii.32ト7)となって帰ってきたフラミネオならではの認識であるoこの認

識の変奏は,ヴイットリアが"If Florence be i'th'court, would he would

kill me.'つV. vi. 186)と言った時に,ガスパロが"Fool ! Princes give

rewards with their own hands, / But death or punishment by the hands of

others." (Ibid., 187-19)と答えることろにも見受けられるOこれらの会

話には権力の側にいる男性,あるいは,男であるが故に女より権力の近く

にいる男性,言い換えれば,ベイトリア-キーの社会におけるそういう男

性(それはフラミネオであり,ガスパロであるが,同時にウェブスタ~で

もある)の女性に対する優越感を私は感じずにはいられないo

また,ヴイットリアがプラキア-ノを愛しているかどうかを考察しても
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この劇での女性に対するウェブスターの距牡を測ることができよう。この

間題は劇中では暖味にされてはいるが,ヴイットリアがプラキア-ノにロ

マンティックな意味での愛を感じているとは到底考えられないが,たとえ

彼女に愛に似たものがあってもそれは肉体的なものだし,なによりもまず

打算に塞打ちされたものである。確かに彼女はいろいろな点でクレオパト

ラに似てはいるが,彼女にはクレオパトラのように死に瀕してアントニー

の名を呼ぶだけの愛情が決定的に欠けているlo"彼女がプラキアーノの名

前を呼ぶのは自分を殺そうとするフラミネオを欺くために,あたかもプラ

キア-ノを愛していたような振りをする時だけである。

Obutfrailty!

YetIamnowresolv'd,-farewellaffliction;

BeholdBracciano,Ithatwhileyouhvd

Didmakeaflamingaltarofmyheart

Tosacrificeuntoyou;nowamready

Tosacrificeheartandall.(V.vi.8ト86)

rアントニーとクレオパトラ』で確固とした実体であった「愛」はもは

やこの劇ではどのような意味においても信じられていない。この後ヴイッ

トリアとザンチはフラミネオを(実際は弾が入っていなかった)ピストル

で打ち,死んでしまったと思った彼の身体を二人で踏みつける。このよう

な演技はヴイットリアの隠された狂暴さを暗示し彼女の人格を著しく損な

うものであり,ウェブスターの女性への不信が表れているように思われる

し,同時にヴイットリア的女性を嫌悪するベイトリアーキーのなかの男性

観客-の鯛とも考えられる。

このように,ウェブスターのWpでの女性に対する姿勢はフェミニス

ト的であり,かつ,ベイトリアーキーにも影響を受けているアンビバレン

トなものである。そのアンビバレンスは彼個人のものであると同時に,抜

き差しならない女性蔑視(これは男性の権力を侵害し始めていた女性-の

恐怖の裏返しでもある)と女性-の理解が共存し,葛藤していたジェイム

ズ王朝の社会をかなり正確に反映しているように私には思える20)
。ウェブ
スターがその矛盾をどう捉えていたかは興味のある問題であるが,もしか

すると彼はそこに何の矛盾も感じてなかったのかもしれない。それほど二

つの相対する姿勢はこの劇では揮然一体となっている。
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女性たちとWDの「悲劇」との関係

この劇では始めに見てきたように女性はかなり掘り下げてあるが, Wp

のライトモチーフは権力者の世界が放狩かつ残忍で目的の為には手段を選

ばないものであり,また,そこでの正義とは力と策略以外のなにものでも

ないというものである。フランシスコとモンティセルソの行動はそのこと

を如実に物語っている。フランシスコの"blackbook"はこの世界に張り

巡らされたスパイ網を紡梯とさせる2oUこの世界において女性は確かに女

性特有の欲求と不満を表現しているが,根本的にはその残忍で無慈悲な牡

界での「弱者」の立場を代弁していると考えてよい。 "Arraignment　の

場はまさにそういう場として解釈できる。ヴイツトリアがモンティセルソ

に対して言う"if you be accuser / Pray cease to be my judge, come from

the bench,/ Give in your evidence 'gainst me, and let these / Be modera-

tors:" (III. ii. 225-25)や"A rape, rape. ‥`Yes you have ravish'd jus-

tice,/ Forc'd her to do your pleasure." (Ibid. 274-75)には,権力者が告

訴する側と裁判官を兼ね,弱者に自己の独断を押し付け正義を強姦してい

る状況が窺える.イザベラもまた弱者であり,しかも彼女はその社会に反

抗しえないだけより悲惨な状況に陥っている。彼女がプラキア-ノから殺

害されるのは従順な女の"vulnerability"を示唆するのに十分なものである。

コ-ネリアも中性的道徳組を具現しているだけにこの社会では閉塞的な状

況に陥らざるを得なくなっているo彼女が放後に狂気に陥るのはその間露

的状況と無関係ではない。

このような女性の状況は必ずしも女性のみに限られたことではない。逆

説めくかもしれないが,そうであるが故にこの劇における女性たちと「悲

劇」との関連について論じることができるのである。弱者は女性だけでな

くフラミネオのような男性もそうなのである.二人は.聡くほど共通点が多

い。没落した小党族の子孫であり,兄妹であるだけでなく,現在の状況に

満足できず上昇しようとしている。さらにはそのために取った方法が不正

なものであり.まさにその故に殺される点などである。フラミネオは(こ

れは彼の一種の"obsession"となっている)山Lu・するためにプラキア-

ノに取り入りバンダーとなって妹を取り持ち,さらにはカミロとイザベラ

殺しに手を染めている。しかし,それは宮廷では正跡ま無力であり,服一

つさえ手にさせてくれないからである。 ("I visited thecourt, whence I

return'd / More courteous, more lecherous by far,/ But not a suit the
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richer,":I.ii.325-26)ヴイットリアは公爵夫人になるために殺人の罪は

犯していないにしても,少なくとも夫を姦切り,妾に身を落としている。

ザンチは殺人に実際に手をかしている(V.iii.249-50)ここにWDの「悲

劇」に通じるダブル・バインドの状況に置かれた者たちの運命が見て取れ

る。つまり,彼らがヴイランになっているのは自分達が住んでいる社会で

上昇しようとすれば,その世界が成り立っている策略と校狩さを利用する

以外にはないのでそうなっていると思わざるを得ないのである。しかし,

そうすれば根本的な道徳を侵すことになり,その報いが,いわば"scourge

であるフランシスコによってもたらされるのである。ヴイットリアとフラ

ミネオが普通考えられている程には本質的にヴイランではないことは,彼

らが最後になって見せる良心の捲きを見せることでも明らかである22)
。そ
こには彼らがこの世界に毒される以前の状態を垣間見ることができる0

つまり女性たちは校狩で策略によって動いている残忍な社会のなかでダ

ブル・バインドの状況に置かれた弱者を象徴しており,それは以下で述べ

ることになるこの劇の最大の関心事とみなされるコロンポーナ一家の状況

の変奏にもなっているのである。

ウェブスターの道徳的配慮とwDの「悲劇」について

WDには作者の道徳的配慮が感じられないという批判がしばしばなさ

れるが,私はそれには同意できない。シェイクスピアに見られるようなポ

エテイク・ジャスティスは確かにあからさまな形では表現されていない。

wDの世界は正義を求める叫びが殆ど聞き入れてもらえないrリア王』

的な世界がさらに進んだ,あるいは,悪化した世界であり,徹底した策略

によって動いている世界である。もちろんそれはウェブスターが当時のイ

タリアの世界をそう捉えているだけであって,彼の時代のイギリスがその

まま反映されているわけではないと考えることもできる。しかしこの劇に

はそれ以上のものがある。確かに『リア王』や『アントニーとクレオパト

ラJとWDのトーンの違いははっきりと感じられ,我タはそこに時代の

推移を感じる。劇から自然が消滅し,世界における個人の占める割合が極

端に小さくなっている。たとえば,ヴイットリアやフラミネオの行動は,

彼らが住んでいるフランシスコなどが支配している社会に何の影響も与え

ず取るに足らない。また愛とか友情,信頼,などという形而上的な価値を

認められていた概念は殆ど出番を失っていることも否定できない。このよ
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うなことからWpには道徳的考慮がないと言われるわけであるが,しか

し全く無くなっているわけでは決してない。

ゥェプスターの遺徳的傾向を示す一つのエピソードがWDにはある.

フラミネオがマ-セルロを殺してしまう事件がそうである。この事件自体

はフラミネオの動機もほとんど示されておらず,実に唐突で無意味な出来

事であり,この劇の矛盾に満ちた作劇法を例証するものと考えることもで

きるOしかし死に瀕したマーセルロが語る言葉にはこの劇の道徳的枠組み

を暗示するのに十分なものである。

There are some sins which heaven doth duly punish

In a whole family. This it is to rise

By all dishonest means. Let all men know

That tree shall long time keep a steady foot

Whose branches spread no wider than root.

(V. ii. 20-24: Italics mine)

この台詞はあまり注目されていないにもかかわらず,劇全体の解釈に深く

係わっている重要な台詞である。 「罪」という古瀬が何を示しているのか

は容易には理解できないが,その考察なしにはWDの本rfに近づくこと

はできない。フラミネオは子供の時にキリストの像の片手をもいだと言わ

れているが.そのことが罪なのではない。彼が灰めかしているのは,ヴイッ

トリアが肉体を殺大限に利用してプラキア-ノのm,公蹄夫人に成り上

がったことであり,フラミネオがそれを援助するためにプラキア-ノのバ

ンダーになり,カミロやイザベラの殺人に関与し.それにつれて身分も上

がったことである。つまり,彼らは自分の根より広く伸ばした枝であり,

そのために枯れてしまった木がコロンポーナ一家なのである。このように

考えるとこの劇の遺徳的枠組みはかなり正当なキリスト教迫徳に従ってお

り,しかもコロンポーナ一家に探く間わっていることが醐草されてくるo

極めてl神色に言ってしまえば「悲劇」とは登場人物に対する糾客の迫徳

的反応に基盤を・Kいていると言えるが,この劇は登場人物個人に対してで

なく,マ-セルロが言及している「コロンポーナ一家」に対する北々の迫

徳的反応に虹色を合わせているのである。ここにこの劇が不当にも解され

る所以がある. WDを翻、ている時ウェブスターが悲劇を翻、ているこ

とを意識していたことは間違いない。しかも"TOTHEREADER　に

おいて「たとえこの劇が高尚な文体,立派な人物.格訓こ満ちたコーラス
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など古典劇の法則を守っていない"truedramaticpoem"でないと批判さ

れたと.しても,それは自分の無知のためではなく粗野な観客の好みにあわ

せて書いたためにすぎない」とは言ってはいるが.この言い訳は古典的な

意味での悲劇とは違ったものを書いているというウェブスターの意識,あ

るいは自負の表れだと私には感じられるWDが正当に評価されてこな

かったのは,まさにアリストテレス的悲劇とはすこし違った悲劇を彼が書

いているからではないかと推察される。

繰り返して言うが,この劇において異に悲劇的なものがあるとすればそ

れは個人ではなく,コロンボ-ナ一家という家族である。マ-セルロが死

んだために狂ってしまったコ-ネリアの嘆きはまさにそれを象徴したもの

である。

Thisrosemaryiswither'd,praygetfresh;

Iwouldhavetheseherbsgrowupinhisgrave

whenIamdeadandrotten.(V.iv.66-68)

この台詞にはオフィーリアのエコーが認められるが,それだけに彼女の悲

劇的状況がよけいに観客に伝わってくる。彼女が一家の悲劇を象徴してい

ると考えてもWDを大きく誤解したことにならないのは,彼女の最初の

台詞が"ourhouse"を嘆くものであったことを傍証として挙げるだけで

十分であろう。

【aside]Myfearsarefall'nuponme,Omyheart!

Mysonthepandar:nowIfindourhouse

sinkingtoruin.(I.ii.216-18:Underlinemine)

ウェブスターは没落したコロンボ-ナ一家についてその没落した原因と子

孫の取った行動をかなり詳細に書き込んでいる。父親の放蕩によって貧し

くなったためマ-セルロは兵役に就き,ヴイットリアは持参金をほとんど

持たずに自分より身分の下のカミロと結婚している24)
。フラミネオは学問
で身を立てようとするが,宮廷では学歴は何の役にも立たなかったため悪

事に手を染めている。ということはこの一家の没落は最近特に研究がなさ

れている,当時の急激な社会の変化に伴って生じてきた小貴族の没落を反

映したものだと考えても大きくこの劇を誤解したことにはならないと思わ

れる25)
。とすれば,コロンボ-ナ一家の没落はその一家のみにとどまらず,
フランシスコやモンティセルソのような権力者が支配する社会において没

落した貴族階級全体の悲劇をコノテーションとして含んでいることにな
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る。
wDの世界では没落した家系の者が上昇しようと望めば正直なやり方

は役に立たず,狭狩で不正な方法しかあり得ないことが示されている。す

なわち,彼らは金や地位を得るためには殺人や不正,姦淫を犯さざるをえ

ず,しかも殺人や姦淫を犯せば世間の非難を受け,地位や金を失うという

ダブル・バインドの状況に置かれているわけである26)
OOそういう意味で
のコロンボ-ナ一家の悲劇であり,それは這い上がろうともがいている没

落した家系全体の悲劇なのである。そのような家系の悲惨さはこの劇の女

性の悲惨さに通じている。校狩で不正な社会における弱きものの象徴とし

ての役割を,女性はこの劇では担っており,それを言語化し劇化するのに

彼らは一役かっている。ヴイットリアは(そのバリエーションとしてザン

チも)上昇しようとした者の結末を,イザベラは何もしなかった者の結末

を,コ-ネリアは娘が玉の輿に来るという車辺に思まれれば宮廷にも住め

るが,運命が下降を辿れば放悪の結末を得る者を表現していると読めるだ

ろう。しかし堕落した社会において没落したでt族階級が近い上がろうとす

る時の悲劇を描き出そうとするこの画期的試みは糾客には理解されなかっ

た。それは"TOTHEREADER"から窺えるOその失敗は悲劇を描こ

うとする時,観客の同楠をかきたてる対象として個人ではなく,社会のあ

る階層を選ぶこと自体の誤りにその一部は帰せられるかもしれない。恐ら

く,これが一つの大きな要因となって,次の劇ではウェブスターは個人の

悲劇に観客の焦点を合わせることになるのである。
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The White Devil

Tragedy of a Ruined Aristocratic Family
in a Double Bind Situation -

Hirohide NAKAMURA

In The White Devil, the sociological aspects of the Corombona family
are carefully described as they are ignored in other Jacobean plays. The

family is a ruined aristocratic one, the father having squandered his patri-

mony so that his sons and daughter are compelled to live on their own.

The society into which they are thrown is not favourable to them, espe-

cially Flamineo. He manages to graduate from a university, humiliating

himself so that he can serve in the court, from where he "retrun'd... not

a suit the richer". This is precisely because the honest way of life means

nothing in the society ruled by Bracciano and Francisco. Flamineo, there-

fore, determined to live as a villain and gets involved in the murder of

Camillo and Isabella, as well as pandaring his sister to Bracciano, from
whom he expects promotion in recompense for the eril acts. On the other

hand, Vittoria, probably under coercion, marries Camillo, whose social
status is far below hers in order to avoid the burden of an expensive

dowry. But her desire to climb up the social ladder seems to be hard to quen-

ch, so that she lets herself be seduced by Bracciano. Consequently, both of

them, decendants of a noble aristocratic family, are to be killed by Fran-

cisco, a more powerful ruler than Bracciano, because they had a hand in

murdering his sister, wife of Bracciano. But, there would have been no

other way to "preferment" in society. This is the double bind situation in

WD, into which Flamineo and Vittoria have been thrown owing to the

financial crisis of their family.

Both of them are, however, not worthy of sympathy, for their deaths

are the result of their own evil behaviour, and the deaths are not a bit
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greater than their sins. On the other hand, their mother does earn the
sympathy of the audience, for she expresses the misery of a mother of im-

moral children, finally driven mad by the death of her another, son, hon-

est son, Marcello. But her tragedy is not so much felt as the son as the

emblem of the tragedy of the whole Corombona family, a typical ruined

aristocratic family. This can be illustrated from the fact that she is repre-
sented as being very conscious of the ruin of "our [i.e. her] family", the

Corombono family, and so does Marcello. Women in WD are described

with deep insights into their miserable conditions, but they are not repre-
sented merely for their own sake, but for the intensification of the misery

of the situation of ruined aristocracy in a double bind situation.




